
資
料
紹
介

﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
に
つ
い
て

中

村

知

裕

一
︑
は
じ
め
に

佐
賀
県
立
図
書
館
に
は
︑
鍋
島
報
效
会
か
ら
多
数
の
文
書
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
︒
そ

の
中
で
も
︑
中
世
文
書
と
し
て
は
﹁
龍
造
寺
家
文
書
﹂
な
ど
の
古
文
書
群
の
他
に
︑
近

世
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
写
本
も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
大
部
分
は
︑﹃
佐
賀
県

史
料
集
成
﹄
で
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も

い
く
つ
か
存
在
す
る
︒
今
回
紹
介
す
る
﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
も
︑
そ
の
よ
う
な
性

格
を
も
つ
文
書
集
の
一
つ
で
あ
る
︒

こ
の
文
書
集
の
も
と
と
な
っ
た
﹁
多
久
家
文
書
﹂
は
︑
現
在
︑
多
久
市
郷
土
資
料
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
︑
鍋
島
家
で
は
近
世
に
お
い
て
こ
れ
を
書
写
し
︑﹁
多
久
家
有
之

候
御
書
物
写
﹂︑﹁
多
久
家
書
物
写
﹂︑﹁
多
久
家
所
蔵
文
書
﹂
と
し
て
同
家
に
所
蔵
し
て

い
た
︒
そ
の
中
に
は
原
文
書
が
失
わ
れ
︑
写
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
中
世
文
書
も
多

数
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
写
も
多
久
市
郷
土
資
料
館
の
﹁
多
久
家
文
書
﹂
と
一
緒
に
﹃
佐
賀

県
史
料
集
成
﹄
第
八
～
一
〇
巻
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
︑﹁
多
久
家
有
之
候
書

類
﹂
は
︑
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒

そ
も
そ
も
︑
こ
の
﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
は
︑
幕
末
の
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶

に
藩
主
鍋
島
直
正
の
庶
兄
鍋
島
茂
真
が
継
承
し
た
親
類
同
格
の
須
古
鍋
島
家
に
お
い
て

書
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

(１
)

る
︒
こ
の
文
書
集
は
︑
全
一
五
巻
か
ら
成
る
が
中
世
文

書
は
主
に
七
巻
・
一
〇
巻
・
一
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
内
容
と
し
て
は
︑
龍
造
寺

隆
信
を
は
じ
め
と
す
る
龍
造
寺
氏
の
書
状
︑
鍋
島
家
当
主
の
書
状
が
そ
の
大
半
を
占
め

る
が
︑
中
に
は
肥
前
の
在
庁
官
人
の
系
譜
を
も
ち
︑
小
城
の
千
葉
氏
の
家
臣
と
な
る
於

保
氏
関
係
の
文
書
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い

(２
)

る
︒

今
回
︑﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
と
鍋
島
報
效
会
所
蔵
の
﹁
多
久
家
有
之
候
御
書
物

写
﹂︑﹁
多
久
家
書
物
写
﹂︑﹁
多
久
家
所
蔵
文
書
﹂
の
比
較
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
︑﹃
佐
賀

県
史
料
集
成
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
文
書
を
多
数
発
見
し
た
︒
こ
の
未
刊
行
の
文
書

は
当
然
︑
多
久
市
郷
土
資
料
館
の
﹁
多
久
家
文
書
﹂
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
︒

そ
こ
で
本
稿
で
は
︑﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
の
中
で
も
︑﹁
多
久
家
文
書
﹂︑﹁
多
久

家
有
之
候
御
書
物
写
﹂︑﹁
多
久
家
書
物
写
﹂︑﹁
多
久
家
所
蔵
文
書
﹂
に
収
録
さ
れ
て
い

な
い
中
世
文
書
を
紹
介
す
る
︒
な
お
︑
紹
介
す
る
文
書
の
中
に
は
︑﹃
鎌
倉
遺
文
﹄︑﹃
大

日
本
史
料
﹄
で
す
で
に
収
録
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
︑
本
稿
で
は
主
に
﹃
佐
賀
県
史

料
集
成
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
文
書
を
対
象
と
し
て
い
る
︒

二
︑
内
容

今
回
︑﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
を
調
査
し
た
結
果
︑
筆
者
が
発
見
し
た
未
刊
行
の
中

世
文
書
は
三
六
通
に
及
ん
だ
︒
そ
の
う
ち
三
一
通
は
︑
龍
造
寺
隆
信
か
ら
多
久
領
主
で

弟
の
長
信
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
︒
そ
の
大
半
は
天
正
年
間
に
発
給
さ
れ

「多久家有之候書類」について
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
天
正
元
年
︵
一
五
七
三
︶
よ
り
隆
信
は
︑
肥
前
国
内
で
の
軍

事
活
動
を
進
め
︑
対
立
す
る
勢
力
を
次
々
と
降
し
て
い
っ
た
︒
そ
れ
に
先
立
っ
て
︑
長

信
は
唐
津
方
面
へ
の
押
さ
え
と
し
て
配
置
さ
れ
︑
境
目
の
守
り
に
あ
た
っ
て
い
た
︒

内
容
と
し
て
は
︑
隆
信
が
長
信
に
対
し
て
境
目
の
状
況
を
確
か
め
る
も
の
︑
隆
信
家

臣
の
派
遣
を
伝
え
た
も
の
︑
ま
た
長
信
家
臣
の
派
遣
を
要
請
す
る
も
の
が
目
立
つ
︒
中

に
は
︑
軍
事
活
動
へ
の
参
加
を
要
請
す
る
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
︑
そ
の
際
︑

隆
信
は
長
信
に
対
し
て
様
々
な
命
令
を
下
し
て
い
る
︒

例
え
ば
︑
隆
信
が
材
木
を
調
達
す
る
た
め
︑
そ
の
伐
採
の
切
手
を
動
員
す
る
よ
う
求

め
る
も
の
が
あ
る
︵
二
一
・
二
八
号
︶︒
鈴
木
敦
子
氏
の
研
究
で
は
︑
肥
前
松
浦
地
方
の

草
野
氏
・
鶴
田
氏
を
降
し
た
隆
信
が
︑
長
信
に
対
し
て
大
川
内
︵
伊
万
里
市
︶
か
ら
材

木
を
調
達
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

(３
)

る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
龍
造

寺
氏
の
軍
事
活
動
の
中
で
︑
長
信
が
主
に
材
木
の
調
達
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
︑
そ
し

て
山
地
で
活
動
す
る
人
々
と
な
ん
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒

次
に
注
目
し
た
い
の
は
︑
隆
信
が
普
請
の
た
め
夫
丸
の
動
員
を
命
じ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
︵
二
四
号
︶︒﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
﹁
多
久
家
文
書
﹂
を

見
る
と
︑
隆
信
は
軍
事
活
動
の
過
程
で
︑
須
古

(４
)

城
・
浜

(５
)

城
の
普
請
︑
大
崎
村
で
の
堀
普

(６
)

請
な
ど
︑
普
請
を
度
々
実
施
し
て
い
る
が
︑
そ
の
労
働
力
と
な
る
夫
丸
を
周
辺
の
村
々

か
ら
︑
動
員
す
る
よ
う
度
々
長
信
に
命
じ
て
い
る
︒

こ
の
こ
と
か
ら
︑
長
信
は
戦
闘
に
参
加
す
る
と
い
う
よ
り
も
︑
隆
信
を
後
方
か
ら
支

援
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑

﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
﹁
多
久
家
文
書
﹂
か
ら
関
係
す
る
史
料
を
収

集
し
た
上
で
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

な
お
︑﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
〇
編
之
二
五
に
お
い
て
︑﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
か

ら
四
通
の
文
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
う
ち
三
通
は
︑﹁
多
久
家
有
之
候
御
書
物

写
﹂
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
︑
す
で
に
﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
〇
巻
に
お
い
て
翻

刻
・
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
残
り
一
通
は
一
号
文
書
と
し
て
本
稿
で
紹
介
す
る
︒

三
六
通
の
文
書
の
中
に
は
︑
空
閑
氏
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
文
書
が
二
通
残
さ
れ
て

い
る
︵
三
五
・
三
六
号
︶︒
近
世
佐
賀
藩
の
重
臣
と
な
る
空
閑
氏
は
︑
戦
国
期
︑
佐
賀
郡

淵
川
城
を
拠
点
と
し
た
領
主
で
あ
る
︒﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
〇
巻
で
も
空
閑
氏

に
関
す
る
文
書
を
三
通
ほ
ど
収
録
し
て
い
る
︒
天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
龍
造
寺
氏
は

筑
前
に
出
兵
し
︑
臼
杵
鎮
富
・
小
佐
井
鑑
直
の
籠
も
る
早
良
郡
荒
平
城
を
攻
撃
し
︑
こ

れ
を
陥
落
さ
せ
て
い
る
︒
こ
の
合
戦
の
際
︑
空
閑
三
河
守
は
小
佐
井
鑑
直
を
成
敗
す
る

戦
功
を
あ

(７
)

げ
︑
隆
信
か
ら
早
良
郡
内
に
多
数
の
所
領
を
与
え
た
こ
と
を
示
す
坪
付
を
与

え
ら
れ
て
い

(８
)

る
︒

さ
て
︑﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
で
は
︑
天
正
一
三
年
︵
一
五
八
五
︶
に
境
目
に
お
け

る
勤
番
を
賞
す
る
書
状
の
ほ
か
︵
三
五
号
︶︑
天
正
五
年
︵
一
五
七
七
︶
に
鍋
島
信
昌

︵
後
の
直
茂
︶
が
空
閑
三
河
守
に
対
し
て
︑
発
給
し
た
起
請
文
が
残
さ
れ
て
い
る
︵
三
六

号
︶︒
天
正
元
年
よ
り
龍
造
寺
氏
は
肥
前
国
内
に
お
け
る
軍
事
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
お
り
︑
敵
対
す
る
領
主
層
を
次
々
と
降
し
て
い
っ
た
︒
こ
う
し
た
状
況
の
中
︑
肥
前

の
領
主
層
は
龍
造
寺
氏
に
対
し
て
起
請
文
を
発
給
し
て
お
り
︑
龍
造
寺
氏
の
側
も
領
主

層
に
対
し
て
起
請
文
を
多
数
発
給
し
て
い
る
︒
こ
の
時
期
︑
起
請
文
が
多
数
発
給
さ
れ

た
理
由
と
し
て
︑
加
藤
章
氏
は
当
時
︑
肥
前
国
内
の
領
主
層
内
で
の
惣
領
制
が
解
体
し
︑

あ
る
い
は
在
地
領
主
間
の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
上
で
︑
神
々
の
神
威
に

依
存
し
て
領
主
間
の
秩
序
を
維
持
し
︑
そ
し
て
被
官
関
係
の
統
制
原
理
を
成
立
さ
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
と
し
て
い

(９
)

る
︒
特
に
天
正
五
年
の
段
階
で
龍
造
寺
氏
は
︑
一
族
の
内
紛

に
よ
り
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
後
藤
氏
に
対
し
て
多
数
の
起
請
文
を
発
給
し
て
い
る

(

)
が
︑
そ
う
し
た
中
で
︑
な
ぜ
こ
の
年
に
龍
造
寺
氏
は
空
閑
氏
に
対
し
て
起
請
文
を
発
給

10

中 村 知 裕

82



し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
︑
龍
造
寺
氏
と
空
閑
氏
と
の
間
で
ど
う
い
っ
た
事
態

が
発
生
し
て
い
た
の
か
︑
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
今
後
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
︒最

後
に
こ
の
﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
で
は
︑
肥
前
国
衙
の
役
人
の
系
譜
を
引
く
於

保
氏
に
関
す
る
文
書
を
三
通
収
録
し
て
い
る
︒
三
三

(

)
号
と
三
四

(

)
号
は
す
で
に
﹃
鎌
倉
遺

11

12

文
﹄
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
︑
注
目
す
べ
き
は
三
二
号
の
文
書
で
あ
る
︒
こ
の
文
書

は
於
保
胤
宗
が
所
領
の
安
堵
を
求
め
る
申
状
で
あ
り
︑
そ
の
横
に
︑
胤
宗
に
対
し
て
所

領
を
安
堵
し
た
こ
と
を
示
す
足
利
直
冬
の
外
題
安
堵
が
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
南
北
朝
遺

(

)
文
﹄
や
﹃
佐
賀
県
史
料
集

(

)
成
﹄
で
は
︑
い
ず
れ
も
於
保
胤
宗
の
申
状
が
な
く
︑
直
冬
の

13

14

外
題
安
堵
の
み
掲
載
し
て
い
る
︒

多
久
市
郷
土
資
料
館
の
﹁
多
久
家
文
書
﹂
で
も
足
利
直
冬
の
外
題
安
堵
の
部
分
が
残

さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
文
書
は
成
巻
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
た
め
︑
於
保
胤
宗
の
申
状

が
果
た
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
写
真
の
み
で
判
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
︒
し
か

し
︑
こ
の
﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
︑
直
冬
の
外
題
安
堵
の
裏

に
於
保
胤
宗
の
申
状
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
︒
し
た
が
っ
て

﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
の
内
容
は
果
た
し
て
正
確
で
あ
る
の
か
︑
早
急
な
る
多
久
市
郷

土
館
の
﹁
多
久
家
文
書
﹂
の
原
本
調
査
が
望
ま
れ
る
︒

︻
註
︼

(１
)
佐
賀
県
立
図
書
館
の
大
園
隆
二
郎
氏
の
御
教
示
を
得
た
︒

(２
)
於
保
氏
に
つ
い
て
は
宮
島
敬
一
﹁
中
世
後
期
に
お
け
る
国
人
領
主
と
地
方
寺
社
︱
肥
前
千
葉
氏

と
﹁
公
権
﹂
の
構
造
︱
﹂︵
所
理
喜
夫
編
﹃
戦
国
大
名
か
ら
将
軍
権
力
へ
︱
転
換
期
を
歩
く
︱
﹄

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
〇
年
三
月
︶
を
参
照
︒

(３
)
鈴
木
敦
子
﹃
中
世
後
期
筑
後
及
び
そ
の
周
辺
諸
国
に
お
け
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
﹄︵
平

成
一
一
～
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
︵
Ｃ
︶︵
二
︶
研
究
成
果
報
告
書

二
〇
〇

二
年
三
月
︶︒

(４
)﹁
多
久
家
文
書
﹂
〈多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
﹀
三
七
号

年
未
詳
三
月
二
六
日
龍
造
寺
隆
信
書

状
写
︵﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
一
〇
巻
︶︒

(５
)﹁
多
久
家
文
書
﹂
〈多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
﹀
一
六
号

年
未
詳
七
月
一
四
日
龍
造
寺
隆
信
書

状
写
︒

(６
)﹁
多
久
家
文
書
﹂
〈多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
﹀
五
三
号

年
未
詳
八
月
二
五
日
龍
造
寺
隆
信
書

状
写
︒

(７
)﹁
多
久
家
文
書
﹂
〈多
久
家
所
蔵
文
書
﹀
八
号

︵
天
正
八
年
︶
九
月
二
一
日
龍
造
寺
隆
信
書
状

写
︒

(８
)﹁
多
久
家
文
書
﹂
〈多
久
家
所
蔵
文
書
﹀
一
三
号

天
正
八
年
三
月
一
日
龍
造
寺
隆
信
・
鎮
賢
連

署
坪
付
写
︒

(９
)
加
藤
章
﹁
竜
造
寺
体
制
の
展
開
と
知
行
構
造
の
変
質
﹂︵﹃
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
﹄
二
六

一
九
八
一
年
三
月
︶︒

(

)
こ
の
起
請
文
は
︑
す
で
に
堀
本
一
繁
﹁
戦
国
期
に
お
け
る
肥
前
河
上
社
と
地
域
権
力
﹂︵
一
宮
研

10

究
会
編
﹃
中
世
一
宮
制
の
歴
史
的
展
開

上
巻

個
別
研
究
編
﹄
岩
田
書
院

二
〇
〇
四
年
一

二
月
︶
で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒

(

)﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
補
一
五
一
号
︒

11(

)﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
一
九
四
八
号
︒

12(

)﹃
南
北
朝
遺
文
﹄
二
九
三
七
号
︒

13(

)﹁
多
久
家
文
書
﹂
六
二
八
号

貞
和
六
年
十
一
月
二
八
日
足
利
直
冬
安
堵
状
︒

14
︻
凡
例
︼

一

本
史
料
は
鍋
島
報
效
会
所
蔵
︵
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
︶﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂

の
中
で
も
︑
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
文
書
三
六
点
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒

一

今
回
の
史
料
紹
介
で
は
﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
の
中
で
も
︑﹃
佐
賀
県
史
料
集

成
﹄
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
対
象
と
し
た
︒

一

文
書
名
の
下
の
︵

︶
に
﹁
多
久
家
有
之
候
書
類
﹂
に
付
け
ら
れ
て
い
る
文
書
番

号
を
記
し
た
︒

一

漢
字
の
字
体
は
︑
常
用
漢
字
表
や
人
名
漢
字
表
に
則
っ
た
︒
そ
れ
以
外
の
漢
字

「多久家有之候書類」について

中 村 知 裕

83



︵
い
わ
ゆ
る
表
外
漢
字
︶
や
変
体
仮
名
は
適
宜
処
理
し
た
︒

一

校
訂
者
の
加
え
た
註
の
内
︑
説
明
中
に
は
︵

︶
を
用
い
た
︒

一

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
二
一
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
申
給
へ

隆
信
﹂

卒
度
申
度
子
細
候
︑
木
下
刑
部
丞
可
被
差
遣
候
様
躰
︑
期
其
節
候
︑
恐
々
謹
言
︑

︵
天
正
二
年
︶

閏
霜
月
十
六
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
申
給
へ

二

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
二
四
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
述
ま
い
る
申
給
へ

隆
信
﹂

来
十
八
日
至
筑
前
国
可
被
出
候
由
︑
雖
申
候
︑
下
国
行
い
そ
か
ハ
敷
候
条
︑
来
廿

三
如
神
代
表
罷
下
候
︑
其
方
人
数
も
渡
海
可
然
候
︑
恐
々
謹
言
︑

正
月
十
六
日

隆
信
御
判

長
述
ま
い
る
申
給
へ

三

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
二
九
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
信
ま
い
る
申
給
へ

隆
信
﹂

此
方
内
意
入
魂
︑
為
可
申
土
肥
出
雲
守
差
遣
候
︑
口
上
之
趣
︑
能
々
被
尋
聞
ニ

而
意

分
共
候
者
︑
可
蒙
仰
候
︑
恐
々
謹
言
︑

三
月
三
日

隆
信
御
判

長
信
ま
い
る
申
給
へ

四

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
三
〇
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
ま
い
る
申
給
へ

隆
信
﹂

追
而
名
吉
一
掛
進
入
候
︑
顕
寸
志
計
候
︑

為
歳
暮
之
祝
儀
︑
石
井
左
衛
門
申
付
候
︑
卒
度
口
上
ニ

申
(マ
マ
)

辻
候
︑
被
聞
召
︑
御
存
分

可
蒙
仰
候
︑
恐
々
謹
言
︑

十
二
月
十
五
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
ま
い
る
申
給
へ

五

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
五
一
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
信
ま
い
る
申
給
へ

隆
信
﹂

武
雄
へ
遣
候
書
状
其
元
江

被
召
置
候
之
由
承
候
︑
早
々
被
差
遣
返
事
候
ハ
ゝ
︑
可

持
給
候
︑
恐
々
謹
言
︑

十
月
廿
七
日

隆
信
御
判

長
信
ま
い
る
申
給
へ

六

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
五
九
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
申
給
へ

隆
信
﹂

就
方
角
到
来
︑
我
等
存
分
︑
為
可
申
両
人
差
遣
候
︑
能
々
被
聞
召
其
方
存
分
︑
尖

可
蒙
仰
候
︑
恐
々
謹
言
︑

卯
月
廿
三
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
申
給
へ
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七

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
六
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
御
返
申
給
へ

隆
信
﹂

掛
林
若
狭
守
事
︑
如
其
元
之
罷
越
候
由
︑
示
預
候
︑
得
其
心
候
︑
先
書
如
申
候
︑

能
々
方
角
様
躰
被
尋
晒
︑
以
石
伊
可
承
候
︑
万
事
不
可
有
油
断
候
︑
恐
々
謹
言
︑

十
月
六
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
御
返
申
給
へ

八

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
七
一
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

長
信
ま
い
る
申
給
へ

隆
信
﹂

又
境
目
無
替
儀
候
哉
︑
い
か
ゝ

(マ
マ
)

承
ハ
し
く

用
所
候
而
︑
彼
者
申
付
候
︑
頼
申
候
︑
様
躰
之
儀
者
︑
石
伊
江

頼
候
由
申
候
︑
為
心

得
候
︑
恐
々
謹
言
︑

五
ノ
十
六

隆
信
御
判

長
信
ま
い
る
申
給
へ

九

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
七
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

信
﹂

卒
度
以
面
︑
致
相
談
度
事
候
︑
明
日
石
伊
被
召
連
候
而
︑
可
有
御
下
候
︑
不
可
有

由
断
候
︑
万
端
以
面
可
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

六
ノ
十
七

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

一
〇

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
八
四
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

長
信
参
御
返
申
給
へ

信
﹂

(石
井
)

伊
賀
守
事
︑
老
躰
之
由
ニ

て
不
参
候
哉
︑
尤
候
︑
又
用
所
之
時
︑
自
是
可

申
候
︑

方
角
到
来
︑
無
然
候
歟
︑
中
々
の
儀
申
遣
候
而
無
念
候
︑
有
方
表
裏
尓
今
︑
不
珍

候
条
︑
不
吉
候
︑
因
茲
︑
涯
分
境
目
無
緩
覚
悟
可
入
候
︑
又
珍
儀
候
者
︑
可
承
候
︑

自
是
も
可
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

二
ノ
廿
五

信
御
判

長
信
参
御
返
申
給
へ

一
一

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
八
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
信
参
申
給
へ

隆
信
﹂

又
先
日
申
候
門
之
儀
︑
無
油
断
可
被
申
付
候
︑

就
此
表
様
躰
︑
我
等
事
︑
従
一
昨
日
着
陣
候
︑
我
等
意
分
共
︑
為
可
申
津
山
備
中

守
差
遣
候
︑
細
砕
含
口
上
候
︑
恐
々
謹
言
︑

七
月
十
九
日

隆
信
御
判

長
信
参
申
給
へ

一
二

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
八
八
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

長
信
参
申
給
へ

信
﹂

其
後
者
︑
不
能
面
談
候
︑
何
等
之
儀
共
候
歟
︑
然
者
至
方
角
耳
と
︑
用
所
之
儀
共

候
間
︑
自
然
〳
〵
︑
堺
目
江

人
遣
事
も
可
有
之
候
︑
様
躰
河
左
含
口
上
候
︑
恐
々
謹

言
︑
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二
ノ
廿
二

信
御
判

長
信
参
申
給
へ

一
三

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
八
九
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

ヨ
リ

長
信
参
返
申
給
へ

信
﹂

茶
坊
主
之
儀
︑
今
程
被
相
煩
候
条
︑
登
せ
不
申
候
︑
早
境
之
衆
に
て
︑
可
被
調
候
︑

為
心
得
候
︑
恐
々
謹
言
︑

五
ノ
三

信
御
判

長
信
参
返
申
給
へ

一
四

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
三
九
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

隆
信
﹂

至
田
嶋
彦
左
衛
門
尉
用
所
之
儀
︑
申
付
候
︑
従
其
元
も
涯
分
︑
可
致
馳
走
之
由
︑

可
被
仰
付
候
︑
此
方
存
分
口
上
ニ

申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

極
月
三
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

一
五

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
〇
一
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書

裏
ニ

ゟ

長
信
参
申
給
へ

虫
付
不
知

﹂

是
無
然
之
由
候
︑
笑
止
存
候
︑
涯
分
養
性
候
ハ
ゝ
︑
仍
一
種
給
候
︑
祝
着
候
︑
又

爰
許
無
相
替
儀
候
︑
可
御
心
安
候
︑
恐
々
謹
言
︑

八
ノ
廿
四

た
か
信
御
判

一
六

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
〇
三
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書

裏
ニ

龍
山

長
信
参
申
給
へ

信
﹂

境
目
之
儀
︑
静
ニ

候
歟
︑
為
可
承
彼
者
申
付
候
︑
随
而
口
上

(マ
マ
)

申
辻
共
候
︑
分
別

干
要
ニ

候
︑
能
々
思
安
此
時
候
︑
恐
々
謹
言
︑

四
ノ
十
八

信
御
判

長
信
参
申
給
へ

一
七

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
〇
四
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書

裏
ニ

山
城
守

長
信
返
申
給
へ

隆
信
﹂

尚
々
正
儀
左
右
ニ

申
来
候
︑
重
畳
被
聞
合
︑
可
示
給
候
︑

須
古
表
之
儀
︑
到
来
之
趣
︑
示
預
候
︑
於
爰
許
も
同
左
右
候
︑
於
相
替
事
者
︑
重

畳
可
蒙
仰
候
︑
恐
々
謹
言
︑

九
月
廿
二
日

隆
信
御
判

長
信
返
申
給
へ

一
八

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
〇
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
申
給
へ

隆
信
﹂

(津
山
)

備
中
罷
下
候
︑
幸
便
之
条
︑
此
方
存
分
申
遣
候
︑
被
聞
召
其
覚
悟
肝
要
候
︑
此
表

之
儀
者
︑
当
末
気
遣
有
間
敷
候
︑
細
砕
口
上
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

五
月
十
一
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
申
給
へ
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一
九

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
〇
八
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
返
申
給
へ

隆
信
﹂

以
河
原
左
馬
允
其
元
様
躰
︑
蒙
仰
候
︑
得
其
心
候
︑
我
等
意
分
も
彼
方
へ
申
聞
候
︑

為
御
存
知
候
︑
恐
々
謹
言
︑

十
月
七
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
返
申
給
へ

二
〇

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
〇
九
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

長
信
参
御
返
申
給
へ

隆
信
﹂

須
古
様
躰
示
預
候
︑
得
其
心
候
︑
是
よ
り
も
人
遣
候
て
承
合
候
︑
珍
儀
候
者
︑
重

畳
可
承
候
︑
又
可
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

九
ノ
廿
三

信
御
判

長
信
参
御
返
申
給
へ

二
一

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
一
一
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

隆
信
﹂

無
余
儀
用
所
候
︑
切
手
両
人
︑
明
日
可
被
差
遣
候
︑
御
失
念
有
間
敷
候
︑
又
卒
度

申
度
共
候
︑
一
両
日
中
石
伊
可
被
仰
付
候
︑
恐
々
謹
言
︑

五
月
廿
七
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

二
二

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
一
二
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

隆
信
﹂

就
篇
目
︑

(土
肥
出
雲
守
)

土
出
登
せ
申
候
︑
口
上
之
趣
︑
被
尋
聞
候
而
可
被
相
心
得
候
︑
又
其
方

意
分
共
候
者
︑
可
有
入
魂
候
︑
恐
々
謹
言
︑

三
月
十
一
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
参
申
給
へ

二
三

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
一
九
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
申
給
へ

隆
信
﹂

就
一
儀
︑
此
方
意
分
為
可
申

(水
町
平
右
衛
門
尉
)

水
平
申
付
候
︑
口
上
之
段
︑
被
尋
聞
納
得
肝
要
候
︑

恐
々
謹
言
︑

霜
月
十
三
日

隆
信
御
判

和
泉
守
殿
申
給
へ

二
四

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
四
二
〇
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

よ
り

長
信
参
申
給
へ

龍
山
﹂

普
請
之
夫
丸
之
儀
︑
雖
申
付
候
︑
俄
之
儀
候
間
︑
今
日
者
︑
不
被
成
候
︑
明
日
涯

分
可
申
付
候
︑
此
由
為
御
存
候
︑
恐
々
謹
言
︑

卯
ノ
十
九

隆
信
御
判

長
信
参
申
給
へ

二
五

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
五
三
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
信
殿
参
申
給
へ

隆
信
﹂

我
等
存
分
︑
為
可
申
両
人
差
遣
候
︑
能
々
被
尋
聞
候
而
︑
其
方
意
分
︑
可
蒙
仰
候
︑
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細
砕
以
ケ
条
申
候
間
︑
不
能
委
筆
候
︑
恐
々
謹
言
︑

十
月
十
一
日

隆
信
御
判

長
信
参
申
給
へ

二
六

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
七
三
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

和
泉
守
殿
申
給
へ

隆
信
﹂

用
所
候
条
︑
福
地
蔵
人
可
被
差
遣
候
︑
細
砕
其
砌
︑
可
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

九
月
晦
日

隆
信
御
判

和
泉
守
申
給
へ

二
七

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
七
四
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
信
返
事

隆
信
﹂

(後
藤
)

貴
明
書
状
披
見
候
︑
一
両
日
延
引
之
儀
も
︑
可
有
之
候
也
︑
今
明
之
間
︑
相
待
候

て
見
可
申
候
︑
仮
表
裏
之
儀
候
共
︑
不
苦
候
︑
恐
々
謹
言
︑

七
月
十
九
日

隆
信
御
判

長
信
返
事

二
八

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
七
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

裏
ニ

龍
山
﹂

用
所
候
之
条
︑
切
手
有
次
第
︑
五
日
之
逗
留
ニ

被
申
付
︑
明
日
急
度
可
被
差
遣
候
︑

待
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

卯
月
四
日

隆
信
御
印

長
述
参
申
給
へ

二
九

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
七
九
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

山
城
守

長
信
参
申
給
へ

隆
信
﹂

卒
度
申
子
細
候
而
︑
彼
者
差
遣
候
︑
則
時
被
申
付
︑
可
被
閉
目
事
肝
要
候
︑
委
曲

口
上
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

正
月
十
五
日

隆
信
御
印

長
信
参
申
給
へ

三
〇

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
八
四
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

長
信
参
申
給
へ

信
﹂

利
𣇄
入
道
へ
急
用
候
而
︑
書
状
遣
候
︑
即
刻
可
被
届
候
︑
頼
申
候
︑
か
し
く
︑

信
御
判

長
信
参
申
給
へ

三
一

龍
造
寺
隆
信
書
状
写
︵
五
八
七
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
山

長
信
参
申
給
へ

隆
信
﹂

返
々
万
端
心
懸
︑
此
時
候
︑
不
及
申
候
︑
〳
〵
︑

後
藤
弥
二
郎
殿
︑
近
日
中
其
元
江

可
有
御
出
之
由
︑
至
貴
明
申
談
候
︑
然
間
︑
弥

二
郎
殿
御
少
宿
︑
早
々
被
申
付
候
而
︑
可
有
御
待
候
︑
至
長
嶋
申
拵
候
︑
篇
目
様

躰
者
︑

(河
原
)

左
馬
允
相
談
可
申
候
︑
恐
々
謹
言
︑

四
月
五
日

隆
信
御
判

三
二

於
保
胤
宗
申
状
写
︵
六
三
四
︶

肥
前
国
於
保
弥
五
郎
胤
宗
謹
言
上
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欲
早
預
御
吹
挙
賜
安
堵
御
下
文
︑
全
当
知
行
山
田
東
郷
内
富
田
屋
敷
・
本
宮
田

地
等
事
︑

右
︑
所
領
者
︑
胤
宗
帯
次
第
証
文
等
︑
無
当
知
行
相
違
之
地
也
︑
然
早
下
賜
安
堵

御
下
文
︑
為
全
当
知
行
︑
粗
言
上
如
件
︑

貞
和
六
年
十
一
月

日

裏
ニ

任
此
状
︑
可
令
領
掌
︑
若
構
不
実
者
︑
可
処
罪
科
之
状
︑
如
件

貞
和
六
年
十
一
月
廿
八
日

(直

冬
)

尊
氏
将
軍
判

三
三

将
軍
家
政
所
下
文
写
︵
六
三
五
︶

将
軍
家
政
所
下

肥
前
国
々
分
寺
住
人

補
任

地
頭
職
事

藤
原
季
永

右
人
︑
補
任
彼
職
之
状
︑
所
仰
如
件
︑
住
人
宜
承
知
︑

(マ
マ
)

勿
法
失
︑
以
下
︑

建
久
五
年
二
月
廿
五
日

案
主

(実
成
)

清
原
判

知
家
事

(光
家
)

中
原

令
大
蔵
丞

(頼
平
)

藤
原
判

別
当
前
因
幡
守
中
原

(広
元
)

朝
臣
判

散
位
藤
原

(行
光
)

朝
臣
判

三
四

将
軍
家
政
所
下
文
写
︵
六
三
六
︶

将
軍
家
政
所
下

肥
前
国
国
分
寺
住
人

補
任

地
頭
職
事

藤
原
季
俊

右
人
︑
親
父
季
永
法
師
︑
去
建
久
五
年
二
月
廿
五
日
給
故
大
将
家
政
所
下
文
︑
知

行
今
任
彼
譲
状
︑
季
俊
為
地
頭
職
︑
守
先
例
︑
可
致
沙
汰
之
状
︑
所
仰
如
件
︑
以

下
︑

建
暦
二
年
十
月
廿
七
日

案
主

(景
盛
)

菅
野

知
家
事

(マ
マ
)

椎
字

令
図
書
少
允

(清
定
)

清
原
判

別
当
相
模
守
平

(北
条
義
時
)

朝
臣
判

右
近
衛
将
監
兼
遠
江
守
源

(親
広
)

朝
臣
判

武
蔵
守
平

(北
条
時
房
)

朝
臣
判

書
博
士
中
原

(師
俊
)

朝
臣
判

散
位
中
原

(仲
業
)

朝
臣
判

三
五

龍
造
寺
政
家
書
状
写
︵
六
六
六
︶

︵
ウ
ワ
書
カ
︶

｢

御
上
書
ニ

裏
ニ

龍
民

空
閑
三
河
入
道
殿
へ
参
申
給
へ

政
家
﹂

今
度
至
境
目
︑
被
遂
懃
番
於
御
粉
骨
者
︑
静
謐
之
砌
︑
領
地
可
遣
置
之
処
︑
諸
神

八
幡
不
可
有
疎
候
︑
恐
々
謹
言
︑

天
正
十
三
年
七
月
廿
六
日

政
家
御
判

三
六

鍋
島
信
昌
起
請
文
写
︵
六
六
七
︶

再
拝
々
々
敬
白
天
罰
起
請
文
事
︑

一
︑
対
空
閑
・
嘉
勢
︑
為
鍋
嶋
飛
騨
守
無
悪
心
悪
行
︑
可
申
承
之
事
︑

一
︑
至
隆
信
父
子
︑
為
嘉
勢
︑
聊
茂

於
無
御
相
違
者
︑
乍
勿
論
於
向
後
茂

︑
珍
重

不
相
易
︑
可
得
御
意
事
︑

一
︑
隆
信
・
鎮
賢
・
嘉
勢
御
間
之
儀
︑
弥
無
異
儀
候
様
ニ

︑
連
々
御
取
合
︑
不
可

存
疎
意
之
儀
候
之
事
︑

付
自
然
讒
者
等
︑
雖
有
之
互
糺
実
否
︑
無
御
等
閑
︑
可
申
承
候
事
︑

右
︑
条
々
於
令
違
犯
者
︑
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宝
印
ノ
此
所
虫
付
不
知

梵
天
帝
釈
四
天
天
王
︑
惣
而
日
本
国
中
大
小
神
祇
冥
道
︑
殊
者
当
国
鎮
守
千
栗
八

幡
大
菩
薩
︑
河
上
大
明
神
︑
与
賀
大
明
神
︑
龍
造
寺
八
幡
大
菩
薩
︑
稲
荷
祇
園
賀

茂
春
日
大
明
神
︑
諸
軍
神
摩
利
支
尊
天
之
御
罰
可
罷
蒙
者
也
︑
仍
起
請
文
︑
如
件
︑

天
正
五
年
八
月
十
二
日

鍋
嶋
飛
騨
守信

昌
御
判

空
閑
三
河
入
道
殿

︵
筑
紫
女
学
園
中
学
校
教
諭
︶
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